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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
、
ま
た
日
頃
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
友
の
会
の
皆
様

に
は
、
お
揃
い
で
健
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
三
月
、
「第
二
教
育
団
」か
ら

「中
部
方
面
混
成
団
」に
名
称
も
新

た
に
な
り
ま
し
た
。
友
の
会
も
名
称

変
更
に
伴
い
、
「中
部
方
面
混
成
団

友
の
会
」と
し
て
新
た
に
出
発
す
る

こ
と
に
な
り
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
は
、
新
し
く
濵
﨑
一

佐
が
団
長
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
ど
お
り
の
新
隊
員
教
育
は
元

よ
り
躾
の
教
育
、
ま
た
自
衛
隊
の
中

核
を
成
す
陸
曹
候
補
生
及
び
上
曹
の

教
育
、
併
せ
て
即
応
予
備
自
衛
官
訓

練
を
主
と
す
る
第
四
十
七
普
通
科
連

隊
と
、
教
育
指
導
に
も
多
種
多
様
な

任
務
が
付
加
さ
れ
た
混
成
団
で
あ
り

ま
す
。
新
団
長
に
は
今
後
よ
ろ
し
く

ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

上
野
前
団
長
に
は
第
二
教
育
団
を

締
め
く
く
り
、
初
代
混
成
団
長
と
し

て
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

種
々
の
面
で
お
世
話
に
な
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
が
濵
﨑
団
長
を

核
心
と
し
て
、
今
後
益
々
ご
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

私
た
ち
も
一
生
懸
命
の
ご
協
力
を
約

束
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
は
「中
部
方
面
混
成
団
創
立
」
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

連
隊
に
と
っ
て
は
、
三
月
二
十
七
日
に
大
津
駐
屯
地
グ
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
編
成

完
結
式
へ
の
参
列
を
も
っ
て
、
混
成
団
の
一
員
と
な
る
と
と
も
に
、
連
隊
創
設
十
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
混
成
団
編
成
完
結
以
降
、
上
野
団
長
初
度
視
察
、

大
津
記
念
日
行
事
参
加
、
団
長
訓
練
視
察
受
け
、
混
成
団
友
の
会
行
事
支
援
、
総
合

隊
務
視
察
受
け
、
団
長
離
着
任
行
事
、
濵
﨑
団
長
の
初
度
視
察
受
け
等
、
あ
っ
と
い
う

間
の
八
ヶ
月
で
し
た
。
こ
の
間
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
混
成
団
二
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
混
成
団
唯
一
の
普
通
科
連
隊

と
し
て
、
い
つ
い
か
な
る
任
務
を
も
完
遂
し
う
る
精
強
部
隊
を
目
標
に
、
全
隊
員
が
精

進
す
る
こ
と
を
皆
様
に
お
誓
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
良
い
年
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
・

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
激
動
の
世
の
中
で
慌
た
だ
し
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
春
に
際
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

自
衛
隊
に
お
き
ま
し
て
も
、
近
年
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
大

部
隊
と
し
て
の
行
動
の
他
、
個
人
あ
る
い
は
小
部
隊
に
お
け
る
行
動
の
重
要
性
も
増

大
し
、
こ
れ
に
伴
い
各
種
分
野
に
お
け
る
陸
曹
へ
の
期
待
と
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
新
人
類
と
呼
ば
れ
る
若
者
が
世
の
中
を
担
う
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、

時
代
は
変
わ
れ
ど
組
織
の
基
本
は
人
で
あ
り
、
人
の
教
育
は
組
織
の
命
運
を
も
左
右

し
ま
す
。
自
衛
隊
は
国
の
最
後
の
砦
、
自
衛
隊
の
教
育
も
同
じ
く
最
後
の
砦
と
し
て
、

我
が
第
四
陸
曹
教
育
隊
は
諸
先
輩
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
継
承
し
、
揺
る
ぎ
な

い
信
念
と
行
動
力
は
勿
論
の
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
し
な
や
か
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
変
革
の
時
代
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
共
々
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
自
衛
官
に
な
っ
た
者
が
初
め
て
受
け
る
教
育
の
場
で
あ
り
、

自
衛
官
と
し
て
の
原
点
を
形
作
る
極
め
て
重
要
な
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

衛
隊
の
任
務
が
多
様
化
す
る
中
、
隊
員
個
々
に
も
更
な
る
資
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
、

教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
大
隊
の
基
幹
隊
員
一
同
、

教
育
を
受
け
る
新
隊
員
等
に
対
し
、
情
熱
と
愛
情
を
注
ぎ
、
使
命
感
に
溢
れ
、
困
難

な
任
務
も
遂
行
で
き
る
逞
し
い
隊
員
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

本
年
も
何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
一
日
付
で
第
二
十
代
大
隊
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は

新
生
方
面
混
成
団
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
り
、
一
般
陸
曹
候
補
生
の
教
育
が

開
始
さ
れ
る
等
、
歴
史
的
に
も
大
き
な
変
革
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
隊
の
飛
躍
・発
展
の
一
年
と
位
置
付
け
、
昨
年
の
教
訓
事
項
を
踏
ま
え

な
が
ら
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
、
着
実
な
積
み
上
げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
創
隊
五
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
諸
先
輩
方
が
永
年
に

わ
た
り
築
か
れ
ま
し
た
歴
史
と
伝
統
を
更
に
継
承
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

濵
﨑
新
団
長
の
「
信
頼
」の
統
率
方
針
の
下
、
混
成
団
の
一
翼
を
担
う
大
隊
と
し
て

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸
官

並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
友
の
会
会

員
の
皆
様
そ
し
て
「か
け
は
し
」
愛
読

者
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
、
中
部
方
面
混
成

団
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
濵

﨑
で
す
。
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り

中
部
方
面
混
成
団
に
対
し
、
ご
支

援
・ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
は
昨
年
三
月

末
、
海
田
市
駐
屯
地
に
所
在
し
ま
す

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
を
隷
下
に

加
え
て
発
足
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

混
成
団
と
し
て
新
編
さ
れ
ま
し
て

も
、
陸
曹
・陸
士
に
対
し
、
部
隊
に

お
け
る
職
務
遂
行
の
基
礎
と
な
る
知

識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の

教
育
訓
練
を
任
務
と
す
る
方
面
隊
唯

一
の
教
育
部
隊
と
い
う
地
位
・
役
割

は
不
変
で
あ
り
、
新
た
に
第
四
十
七

普
通
科
連
隊
が
担
任
す
る
即
応
予
備

自
衛
官
等
の
招
集
訓
練
任
務
が
加
わ

り
、
今
ま
で
以
上
に
幅
広
い
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
、
そ
し
て
自
衛
隊
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
、

益
々
高
ま
っ
て
お
り
、
国
民
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
得
る
信
頼
さ
れ
る
自
衛

隊
で
あ
る
た
め
に
は
、
我
々
は
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
即
応
し
て
行
動
し
、
任

務
を
完
遂
し
て
結
果
を
出
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
厳
し
い
時
代
に
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
は
、
各
部
隊
の

戦
力
の
骨
幹
を
成
す
人
材
育
成
を
担

任
す
る
部
隊
で
あ
り
、
こ
の
厳
し
い

時
代
に
、
混
成
団
に
お
い
て
も
実
施

す
る
基
本
教
育
・招
集
訓
練
は
、

益
々
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
強
い
心
を
持
ち
基
本
・

基
礎
を
身
に
つ
け
た
、
部
隊
に
お
い
て

真
に
役
立
つ
隊
員
を
育
成
し
、
混
成

団
の
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
い
く
よ

う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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﨑
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ィ
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濵
﨑

哲
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は
ま
さ
き

て
つ
ろ
う
）

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
年
三
月
二
十
七
日

●
出

身

地

熊
本
県

●
主
要
勤
務
歴

昭
和
五
十
二
年

防
大
卒
（二
十
一
期
）

幹
部
候
補
生
学
校
入
校
（七
十
七
幹
候
）

昭
和
五
十
三
年

第
四
特
科
連
隊
第
五
大
隊

昭
和
五
十
九
年

第
四
特
科
連
隊
中
隊
長

昭
和
六
十
三
年

幹
部
候
補
生
学
校

平
成
二
年

幹
部
学
校

平
成
五
年

陸
上
幕
僚
監
部
教
育
訓
練
部
訓
練
課

平
成
十
年

第
十
一
師
団
司
令
部
第
三
部
長

平
成
十
二
年

幹
部
学
校
教
官

第
二
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長

平
成
十
四
年

自
衛
隊
鳥
取
地
方
連
絡
部
長

平
成
十
七
年

第
三
師
団
司
令
部
幕
僚
長

平
成
十
九
年

第
五
旅
団
副
旅
団
長

●
趣

味

ゴ
ル
フ
・カ
ラ
オ
ケ

初登庁

着任式

状況報告受

営内巡視

中方幕僚長・中川陸将補による紹介

駐屯地全隊員の見送り

前
団
長

上
野
将
補

勇
退

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
で
、
中
部
方
面
混
成
団
長
兼
ね
て
大
津
駐
屯

地
司
令
に
濵
﨑
哲
郎
一
佐
が
着
任
し
た
。
十
二
月
二
日
に
着
任
行
事
が
実
施

さ
れ
、
幹
部
挨
拶
、
着
任
式
、
状
況
報
告
、
営
内
巡
視
が
整
斉
と
進
め
ら
れ
た
。

濵
﨑
団
長
は
、
着
任
式
で
「中
部
方
面
混
成
団
長
と
し
て
の
統
率
方
針
は
、

『信
頼
』
で
あ
る
。
上
司
・部
下
の
上
下
の
信
頼
、
同
僚
間
の
左
右
の
信
頼
、
教

育
者
・被
教
育
者
の
間
に
お
け
る
信
頼
、
ま
た
国
民
・地
域
の
人
た
ち
か
ら
の

信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
統
率
の
根
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
信
頼
す

る
・信
頼
さ
れ
る
関
係
を
し
っ
か
り
築
い
て
も
ら
い
た
い
。
要
望
事
項
は
、
『
明

る
く
前
向
き
に
』で
あ
る
。
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
と
し
て
、
や
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
う
気
持
ち
で
は
な
く
、
自
分
の
仕
事
だ
、
絶
対
に
い
い
仕
事
を
や
る
ぞ
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」と
述
べ
、
着
任
の
辞
と
し

た
。

●

団
長
統
率
方
針

「信
頼
」

●

団
長
要
望
事
項

「明
る
く
前
向
き
に
」

●

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

「明
る
く
爽
や
か
な
駐
屯
地
」

「地
域
と
共
に
あ
る
駐
屯
地
」

前
団
長
の
上
野
惠
一
佐
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
で
陸
将
補

に
特
別
昇
任
・勇
退
と
な
り
、
十
一
月
二
十
八
日
に
中
方
幕
僚
長
・
中

川
陸
将
補
の
立
会
の
も
と
、
団
長
離
任
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

離
任
式
で
上
野
一
佐
は
、
「二
年
間
、
隊
員
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
も
ら

い
充
実
し
た
有
意
義
な
勤
務
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

人
の
教
育
は
二
十
年
、
三
十
年
先
を
見
据
え
て
人
を
育
て
る
こ
と
。
部

隊
を
強
く
す
る
た
め
に
、
団
の
全
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
各
部
隊

長
を
核
心
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」と
述
べ
、
離
任
の
辞
と
し
た
。

見
送
り
行
事
で
は
、
駐
屯
地
全
隊
員
か
ら
の
敬
礼
と
拍
手
喝
采
に
包

ま
れ
て
、
別
れ
を
惜
し
ま
れ
な
が
ら
営
門
を
後
に
さ
れ
た
。

新

第

一

一

〇

教

育

大

隊

長

松

本

二

佐

着

任

！

松
本

幸
徳

（ま
つ
も
と

ゆ
き
の
り
）

昭
和
三
十
八
年
一
月
六
日
生
ま
れ

愛
媛
県
出
身
（八
十
九
幹
候
）

●
主
要
勤
務
歴

第
二
高
射
特
科
群

第
八
高
射
特
科
大
隊

高
射
教
導
隊
第
一
大
隊
中
隊
長

第
三
高
射
特
科
大
隊

第
六
高
射
特
科
群

第
三
二
六
高
射
中
隊
長

高
射
学
校

第
一
教
育
部
教
官

陸
上
幕
僚
監
部

監
理
部

●
趣

味

陶
芸
、
釣
り

ジ
ョ
ギ
ン
グ

●
部
隊
長
要
望
事
項

「逞
し
く
溌
剌
と
し
た
戦
士
た
れ
」

「誠

実
」

平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
付
で
、
新
第
一
一
〇
教

育
大
隊
長
に
松
本
幸
徳

二
佐
が
着
任
し
た
。
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第

四

陸

曹

教

育

隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

団

長

初

度

視

察

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

森
川
建
司
一
佐
）は
、
十
月

十
五
～
十
九
日
の
間
、
日
本
原

演
習
場
に
お
い
て
第
一
次
連
隊

野
営
訓
練
に
一
〇
六
名
（常
備

自
衛
官
九
十
七
名
、
支
援
部
隊

九
名
）が
参
加
し
、
連
隊
初
め
て

の
〇
一
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
射

撃
及
び
軽
装
甲
機
動
車
発
射
発

煙
弾
射
撃
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
、
射
手
、
各

勤
務
員
、
射
場
構
成
等
を
実
際

に
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
装

備
に
対
す
る
知
識
を
よ
り
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
即
応

予
備
自
衛
官
に
対
す
る
教
育
及

び
来
年
度
以
降
の
実
弾
射
撃
に
、

大
い
に
役
立
つ
充
実
し
た
訓
練
と

な
っ
た
。

な
お
、
十
八
日
に
は
、
鳥
取
・岡

山
地
方
協
力
本
部
及
び
即
応
予

備
自
衛
官
雇
用
企
業
主
等
、
合

わ
せ
て
十
四
名
が
射
撃
訓
練
を

研
修
し
た
。

０１式軽対戦車誘導弾発射の瞬間！

軽装甲機動車からの発煙弾

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊
長

山
口
卓
二

二
佐
）は
、
十
一
月

八
日
に
射
撃
競
技
会
を
長
池
射

場
で
、
九
日
に
持
続
走
競
技
会

を
大
津
駐
屯
地
で
実
施
し
た
。

両
競
技
と
も
全
基
幹
隊
員
が

参
加
し
、
日
頃
か
ら
練
成
し
た

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

特
に
持
続
走
に
お
い
て
は
、
参

加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
今

年
度
の
自
己
最
高
タ
イ
ム
を
記

録
す
る
等
、
白
熱
し
た
戦
い
と

な
っ
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

●
射
撃
競
技
会

優
勝

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

●
持
続
走
競
技
会

優
勝

第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊

各中隊のエース、第１組のスタート

ゴール前でラストスパートする選手

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

髙

木
一
成

一
佐
）は
、
十
一
月
十

一
日
～
二
十
二
日
の
間
、
第
三

次
野
営
訓
練
を
饗
庭
野
演
習
場

で
実
施
し
た
。

十
三
日
に
は
、
第
四
陸
曹
教
育

隊
友
の
会
（会
長

山
本
進
一

氏
）の
激
励
及
び
訓
練
見
学
を

受
け
、
副
会
長
（御
舩
泰
秀
氏
）

他
十
二
名
が
参
加
し
、
陸
曹
候

補
生
が
実
施
す
る
迫
撃
砲
射
撃

の
迫
力
に
見
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、

陸
曹
上
級
課
程
学
生
が
マ
ナ
ー

研
修
講
師
・榎
本
貞
子
氏
に
よ

る
マ
ナ
ー
教
育
を
受
け
、
現
代
社

会
に
お
い
て
非
常
に
役
立
つ
一
般

的
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
知
識
の
修

得
を
図
っ
た
。

迫撃砲射撃を見学する友の会会員

講師による一般マナーの教育風景

団

友

の

会

行

事

◆

戦

技

競

技

会

◆

友

の

会

行

事

◆
一
般
マ
ナ
ー
教
育

◆

連

隊

野

営

訓

練

隊員と懇談する団友の会会員

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
（会

長

山
下
照
夫
氏
）は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
団
隷
下
部
隊
の
激

励
慰
問
行
事
に
お
い
て
、
九
月
三

十
日
～
十
月
一
日
、
会
長
以
下

七
名
の
役
員
で
第
四
十
七
普
通

科
連
隊
を
訪
問
し
た
。

森
川
連
隊
長
の
素
晴
ら
し
い
統

率
の
下
、
全
隊
員
の
精
強
溌
剌

と
し
た
行
動
と
懇
切
丁
寧
な
対

応
に
、
参
加
者
全
員
が
感
動
し
、

大
変
有
意
義
な
訪
問
と
な
っ
た
。

◆
大
隊
長
離
着
任
行
事

上野前団長から紹介される米谷２佐

大谷副団長から紹介される松本２佐

第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
、
十
二

月
の
定
期
異
動
に
伴
う
大
隊
長

の
離
着
任
行
事
を
実
施
し
た
。

離
任
大
隊
長

米
谷
哲
司
二
佐

は
、
平
成
十
八
年
三
月
着
任
以

来
、
教
育
訓
練
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
基
本
に
徹
し
た
隊
務
で

真
に
役
立
つ
新
隊
員
八
四
二
名

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
終
始
に

わ
た
り
基
幹
隊
員
の
指
導
能
力

の
向
上
を
図
り
、
中
方
総
監
部

調
査
部
へ
栄
転
と
な
っ
た
。

新
大
隊
長
の
松
本
幸
徳
二
佐

は
、
陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部
か

ら
第
二
十
代
大
隊
長
と
し
て
着

任
し
、
「逞
し
く
溌
剌
と
し
た
戦

士
た
れ
」「誠
実
」を
要
望
事
項

と
し
て
挙
げ
、
着
任
式
で
訓
示
し

た
。全

基
幹
隊
員
は
、
新
大
隊
長
を

核
心
に
、
新
隊
員
等
の
育
成
に
尚

一
層
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
心
に

誓
っ
た
。

新
団
長

濵
﨑
一
佐
は
、
十
二

月
十
日
～
十
九
日
の
間
、
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
を
皮
切
り
に

団
隷
下
部
隊
を
初
度
視
察
し
た
。

濵
﨑
団
長
は
、
各
部
隊
の
状
況

報
告
と
営
内
巡
視
等
に
よ
り
、

部
隊
の
現
状
・問
題
点
及
び
要

望
事
項
等
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
訓
示
に
お
い
て
団
長
統
率
方

針
「信
頼
」と
要
望
事
項
「明
る

く
前
向
き
に
」を
徹
底
し
た
。

団長訓示
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年
男
・
年
女

新
年
の
抱
負

隊

員

投

稿

平
成
四
年
四
月
に
自
衛
隊
に

入
隊
し
、
年
男
は
三
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
今
ま
で
様
々
な
い
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。平

成
二
十
年
三
月
ま
で
四
十

六
普
連
二
中
で
お
世
話
に
な
り
、

陸
士
の
時
か
ら
銃
剣
道
、
陸
曹

に
な
っ
て
結
婚
、
仕
事
面
で
は
武

器
陸
曹
、
免
許
取
得
、
化
学
学

校
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｍ
集
合
教
育
等
、
今

思
え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
月
日

が
経
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。

四
十
七
普
連
へ
転
属
と
な
り
、

狙
撃
班
長
と
し
て
訓
練
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
の
抱
負
は
、
「
全

て
の
訓
練
に
対
し
て
何
事
に
も

逃
げ
ず
、
諦
め
ず
、
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
、
挑
戦
者
と
し
て
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
」
と

思
い
ま
す
。
特
に
中
隊
は
駆
け
足

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
自
分

も
「五
㎞
で
二
十
分
を
切
る
」
こ

と
を
目
標
に
、
人
よ
り
倍
走
り

込
ん
で
中
隊
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
、
そ
し
て
、
狙
撃
の
方
も
一

刻
も
早
く
憶
え
て
、
任
務
と
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
度
目
の
年
女
で
あ
る
。
来
春

高
校
を
卒
業
し
て
入
隊
し
て
く

る
新
隊
員
が
生
ま
れ
た
年
に
、

私
は
一
〇
九
教
大
で
二
等
陸
士

の
階
級
章
を
着
け
た
。
人
生
の

半
分
を
自
衛
官
と
し
て
生
き
て

き
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
自
分

が
新
隊
員
だ
っ
た
時
に
見
て
い
た

陸
曹
に
私
は
成
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
？
足
り
な
い
と
こ
ろ
ば
か

り
目
に
付
く
。
毎
日
少
し
で
も

走
っ
て
、
少
し
で
も
学
ん
で
と
、

自
分
の
思
う
と
こ
ろ
に
近
づ
こ

う
と
前
進
す
る
日
々
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
は
私
も
主
人
も

異
動
が
あ
り
、
家
族
全
員
が
顔

を
会
わ
す
時
間
が
と
て
も
取
れ

な
く
な
っ
た
。
今
後
、
子
供
の
成

長
に
連
れ
、
益
々
少
な
く
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
伝
え

合
う
た
め
の
橋
渡
し
が
私
の
役

目
だ
ろ
う
。
慌
た
だ
し
い
毎
日

の
中
で
、
ト
イ
レ
ま
で
追
い
か
け

て
来
て
話
を
す
る
子
供
や
、
夜

遅
く
に
帰
っ
て
来
て
す
る
主
人
の

話
を
ち
ゃ
ん
と
聴
け
て
な
い
よ
う

に
思
う
。
ゆ
っ
く
り
傾
け
る
耳
と

態
度
を
持
と
う
と
思
う
。

４７普連 本管中

２曹 高智 弘

４曹教 上曹中

１尉 山野 真仁

１１０教大 ３３３共中

３曹 安藤 直之

１０９教大 本部

２曹 田中 真壽美

今
年
、
三
回
目
の
「年
男
」と
い

う
結
節
を
迎
え
た
。
今
振
り
返

れ
ば
、
「年
男
」の
結
節
は
、
自
己

形
成
の
中
で
意
義
あ
る
結
節
で

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

十
二
才
の
時
、
す
べ
て
に
お
い

て
自
信
の
な
い
自
分
が
、
本
格
的

に
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
得
意
分
野
を
発
見
し
、

自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
十
四
才
の
時
、
家
族
が
四
人

と
な
り
、
子
供
と
接
し
な
が
ら

親
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
た
。

で
は
、
三
十
六
才
で
あ
る
今
年

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

今
回
の
結
節
は
、
自
己
形
成
に

お
い
て
社
会
に
お
け
る
「大
人
の

中
核
」と
し
て
、
充
実
し
た
年
に

し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
充
実
し
た
年

に
す
る
た
め
に
は
、
日
々
の
生
活

を
業
務
の
多
忙
感
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
「日
々
成
長
」、
ま
た
、

隊
員
と
接
す
る
事
に
よ
り
、
自

己
の
資
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、

自
ら
機
会
を
捉
え
て
識
能
を
高

め
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
四
十
八
才
の
「年
男
」の

際
に
、
「こ
の
前
の
年
男
は
意
義

が
あ
っ
た
。
」と
思
え
る
よ
う
に
。

人
生
と
い
う
も
の
は
早
い
も
の

で
、
つ
い
こ
の
間
、
掴
ま
り
立
ち

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
「や
っ

た
ー
！
」と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

人
生
で
は
三
回
目
の
、
自
衛
隊

人
生
で
は
二
回
目
の
年
男
を
迎

え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
生
で
の
三
回
目
、
自
衛
隊
人

生
で
の
二
回
目
と
い
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
に
お
い
て
、
ち
ょ
う

ど
折
り
返
し
地
点
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
こ
で
改
め
て
自
分
の
半
生
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
後
悔
の
連

続
で
お
世
辞
に
も
充
実
し
て
い

た
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
半
生

に
つ
い
て
は
、
反
省
は
し
て
も
後

悔
を
す
る
事
が
な
い
よ
う
に
猪

突
猛
進
で
働
き
、
嫌
と
い
う
ほ
ど

遊
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（妻
子
が
い
る
の
で
、
遊
び
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
が
。
）そ
れ
が

個
人
の
充
実
と
な
り
、
し
い
て
は

国
防
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
今
年

か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
間
、
中
隊
野
営
が
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
際
、
訓
練
の
一
環

と
し
て
区
隊
要
員
だ
け
に
よ
る

野
外
炊
事
を
行
う
よ
う
指
示
さ

れ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と

に
な
っ
た
。

日
頃
は
炊
事
経
験
の
少
な
い

助
教
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
ず
は

切
り
込
み
の
段
階
で
手
が
止
ま

る
。
何
と
か
切
り
込
み
を
終
え

る
と
、
今
度
は
カ
レ
ー
を
作
る
手

順
を
皆
が
思
い
出
せ
な
い
。
こ
ん

な
こ
と
で
本
当
に
時
間
内
に
カ

レ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
？
そ
ん
な
時
、
ふ
と
箱
の
上
を

カレー作りに奮闘する助教たち

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

三
曹

曾
我

弘

見
る
と
作
り
方
が
書
い
て
あ
る
。

「
な
ん
だ
、
こ
の
と
お
り
作
れ
ば

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
！
」と
思
っ
て

い
る
と
、
完
成
間
近
で
、
「我
が

家
の
カ
レ
ー
は
こ
う
だ
な
。
」と

言
っ
て
く
る
人
が
い
た
が
、
基
本

が
大
事
と
、
作
り
方
の
と
お
り
に

や
っ
て
完
成
、
食
事
の
時
は
ド
キ

ド
キ
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
好
評

で
一
安
心
。

カ
レ
ー
を
作
る
だ
け
で
こ
ん
な

に
手
間
取
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

野
営
訓
練
の
度
に
教
育
訓
練
に

支
障
が
な
い
よ
う
管
理
業
務
を

行
う
中
隊
本
部
に
頭
の
下
が
る

思
い
が
し
た
。

今
後
は
、
支
援
し
て
下
さ
る
人

た
ち
の
事
も
考
え
な
が
ら
、
新

隊
員
教
育
に
邁
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

職
場
体
験
学
習
支
援

毎
日
放
送
取
材
協
力

第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
十
月

二
十
八
日
～
十
一
月
二
十
六
日

の
間
、
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力

本
部
の
依
頼
を
受
け
、
毎
日
放

送
の
予
備
自
衛
官
補
番
組
に
取

材
協
力
し
た
。

こ
の
取
材
内
容
は
、
十
二
月
十

二
日
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「ボ
イ
ス
」

で
特
集
と
し
て
約
十
分
間
放
映

さ
れ
、
近
畿
二
府
四
県
と
徳
島

県
の
視
聴
者
に
、
予
備
自
衛
官

補
の
訓
練
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

基本教練の取材風景

大
津
駐
屯
地
及
び
第
一
〇
九

教
育
大
隊
は
、
自
衛
隊
滋
賀
地

方
協
力
本
部
の
依
頼
を
受
け
、

十
一
月
五
日
～
十
九
日
の
間
、

近
隣
の
唐
崎
中
学
校
二
年
生
二

十
三
名
、
日
吉
中
学
校
二
年
生

七
名
の
職
場
体
験
学
習
を
そ
れ

ぞ
れ
に
支
援
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
基

本
教
練
、
宿
営
訓
練
、
野
外
救
急

法
及
び
戦
車
試
乗
等
の
各
種
訓

練
体
験
に
、
驚
き
と
興
味
を
も
っ

て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

こ
の
五
日
間
の
職
場
体
験
学

習
で
は
、
中
学
生
に
対
す
る
規

律
心
・団
結
心
と
、
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
・親
近
感
を
醸
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

今津駐屯地での戦車試乗

基本教練

イ
ラ
ス
ト

イ
ラ
ス
ト


